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アクティブ ケア ＆ サポート 
福祉サービス第三者評価自己診断書 

 

この診断書は、アクティブ ケア ＆ サポートが担当させていただく福祉サービス第

三者評価を検討されている事業者のみなさまが、実施体制が整っていることをご自身

で確認される際のチェックリストとして、利用されることをお勧めします。 

第三者評価を実施される前に、以下の項目について自己診断を行ってみてください。 

 

項目毎にどのような業務をどの程度まで整えるのかは、実施目的、対象とする福祉

サービス、事業者の固有条件等によります。この機会に、マネジメントやサービスの

質の改善に取り組まれることが、実施効果を上げることにつながります。また、円滑

な実施のためにも、事業者において適切な事前準備をされることが重要です。 

 

 

Ⅰ 評価の対象福祉サービスに係わる確認事項 

 

□ １．評価の対象福祉サービス及び機能は明確になっていますか。 

 

□ ２．評価の対象福祉サービス及び機能に関係する部門を、その所在地にかかわり 

   なく、明確にしてありますか。 

 

Ⅱ 評価に適用する基準に係わる確認事項 

 

□ ３．財団法人東京都福祉保健財団「福祉サービス第三者評価機関認証要綱」及び

「福祉サービス第三者評価機関認証実施要領」をお読みになられま 

   したか。 

 

□ ４．評価を実施される目的、対象福祉サービス及び機能に対して、東京都福祉サ  

   ービス評価推進機構の「共通評価項目」－利用者調査、組織マネジメント並び

にサービス提供のプロセス－をお読みになられましたか。 

 

□ ５．適用する共通評価項目の中で、追加すべき要素がありますか。 

 

□ ６．福祉サービスは、その維持管理状況を評価機関に対して実証できるものでな 

   ければならないことを、理解されていますか。 
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Ⅲ システムの構築と維持管理状況に係わる確認事項 

 

□ ７．経営・運営幹部層のマネジメント及びサービス提供のシステムに対する責任、 

   権限並びに維持管理状況の確認業務への関与方法、あるいはその程度は、明確 

   になっていますか。 

 

□ ８．マネジメント及びサービスの質関連の業務に係わる組織間の業務区分は明 

   確になっていて、個々の業務の取り組み状況が、文書、記録などによって実証 

   できますか。 

  (規定類、規格・仕様書、指示書、検証記録、情報伝達・報告書、議事録等) 

 

□ ９．内部規定、規格・基準・標準書、要領・手順書など、いわゆる標準化体系 

   が、整っていますか。また、標準化体系に含まれる関連する上下、左右の文書 

   問で規定事項の整合がとれていますか。 

 

□ １０．利用者への契約情報を含む利用者及び家族への情報の仕組みは整備され、 

   提供されていますか。また、将来の利用者に対する情報提供や説明が行われて  

   いますか。  

 

□ １１．福祉サービスの特性、業務処理結果などを含むサービスの質の、所定の規 

   定、仕様、要求事項などへの適合状況を確認、あるいは管理する方法が、明確 

   になっていますか。 

 

□ １２．一般的には取り扱いにくい不適合サービス処理などのサービスの質に関わ     

る問題について、発生毎の一過性、あるいは一部の関係者限りの対応にとどま

ることなく、類似問題の再発防止のために情報の共有化や是正処置のフォロー

アップ体制が、整っていますか。 

 

□ １３．業務手順の基本サイクル(P-D-C-A)の内、チェック機能が明確になって 

   いますか、あるいは体制はあっても形骸化した業務になっていませんか。 

  特に、内部監査は、組織的、計画的に実行されていますか。 

 

□ １４．マネジメント及びサービスの提供に従事する職員に対する教育訓練が行な 

   われて、必要な業務については技量・資格を明確にしていますか。 

 

□ １５．マネジメントやサービス提供のシステムを分かりやすく記述した利用者を 

   含む第三者に理解できるマニュアルがありますか。 

以 上 


